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カメルーン共和国マヌン湖の詳細湖底地形と 1984に起きた湖水爆発に関する新解
釈
Detailed bathymetric map of Lake Monoun, Cameroon: A new interpretation for the
limnic eruption in 1984
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アフリカ中央部カメルーン共和国の北西部にあるマヌン湖では，1984年 8月に湖水から CO2が爆発的に放出し，近隣
住民 37名が犠牲になった．湖水から CO2が爆発的に脱ガスする現象は湖水爆発と呼ばれている．Sigurdsson et al (1987)
はカメルーン政府の要請を受け 1985年 2月に現地調査を行った．その結果，湖の東岸に湖水が打ち上げられた跡と東
岸内壁に崖崩れの跡を発見した．またマヌン湖の深層水に高濃度のCO2を検出した．これらの事実から，東岸内壁の崖
崩れで発生した土砂が深層の CO2に富む湖水を巻き上げて湖水爆発につながったと結論した．一方で，湖水爆発は溶存
CO2濃度が飽和に達し自然に発生する可能性も指摘されている（Kusakabe et al 2008）．マヌン湖の湖底には湖水爆発の原
因を探る上で重要な痕跡が残されていると思われる．本研究では，マヌン湖でマルチビームソナー探査を行い詳細な地形
を明らかにした．得られた湖底詳細地形図に，湖水爆発が先で，崖崩れが後であることを示唆する地形がありSigurdsson
et al (1987)のモデルを覆す結果となった．これらの情報から，マヌン湖の成因と湖水爆発の原因について再考察を行う．

水深測量
マルチビームソナーは扇子のように広がった指向性の強い 200～400kHzの超音波を湖底に向け送信し，反射波を音波

アレイセンサーで受信する．このシステムを湖面上で水平方向に移動させることにより，湖底の地形を精度よく走査す
ることができる．本研究では R2Sonic社の Sonic2022を使用した．観測システムは，音波の送受信部，GPS，船の動揺
を感知するジャイロ，これらのデータを統括するコントローラーとノートＰＣ，電源供給のエンジン発電機から構成さ
れる．すべてのシステムを５人乗りのゴムボートに取り付け，２～３名のオペレーターが乗船し観測を行った．観測は
2014年 10月 31日から 11月 4日にかけて実施した．

結果・考察
マルチビームソナー観測により，± 30 cmの精度で湖底の起伏を観測することに成功した．マヌン湖は東西に延びた

形をしており，西，中央，東の３つの盆地で構成されていることが確認された．西と中央の盆地はそれぞれ深度が 46m，
56mで，直径約 145m，134mの火口跡と推測される．中央盆地の北岸内壁は垂直に切り立っているが，西盆地の内壁は
大部分が浸食されているので，中央盆地の形成は西盆地の形成よりも新しいと思われる．東盆地は深度が 100mに達し
東西 360m南北 290mの楕円形をしている．東盆地の南部内壁は傾斜がほぼ 90度の断崖となっている．東盆地の内壁の
形は直径がそれぞれ 290m，220mの二つの真円を少し東西方向にずらして重ねると一致するので，二回の大きな爆発的
噴火により形成されたのかもしれない．
東盆地の湖底はほぼ平坦であるが二つの窪みが見つかった．一つは東岸の内壁直下にあり，もう一つは南部の内壁直

下にある．二つの窪みの直径は 40m程度でおよそ 1～2m周囲の平坦な湖底から低くなっている．さらにこれらの窪みの
近くには崖崩れの跡と思われる堆積が見つかった．マヌン湖のすべての火口内壁の直下には，この二か所以外に崖崩れ
の痕跡は見られなかった．
窪みと崖崩れの跡が近接して共存していることは湖水爆発のメカニズムの推定に示唆を与える．仮説として東岸湖底

の窪みは CO2に富む流体の出口であり，流体の放出の結果土砂が排除されて窪みが発生したとする．1984年の湖水爆発
の前に湖水は CO2の溶解について飽和に近づいていたと思われる．窪みから放出された流体は湖水で希釈されるので，
最初に東岸の窪みの直上で CO2の脱ガスが開始し，湖水爆発を引き起こした可能性がある．その結果水しぶきが東岸を
打ち付け，がけ崩れが発生した．もし崖崩れが湖水爆発の引き金であったなら，窪みと崖崩れが近接して共存している
ことは説明できない．東盆地の南岸には別の窪みと崖崩れの跡がある．これも湖水爆発の名残だとしたら，1984年以前
にも別の湖水爆発が起きていたことになる．
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